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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第65期
第３四半期
連結累計期間

第66期
第３四半期
連結累計期間

第65期

会計期間
自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日

自  平成24年４月１日
至  平成24年12月31日

自  平成23年４月１日
至  平成24年３月31日

売上高 (百万円) 72,274 71,014 94,790

経常利益 (百万円) 17,062 17,204 20,919

四半期(当期)純利益 (百万円) 10,671 10,122 12,824

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 7,933 13,674 12,714

純資産額 (百万円) 236,820 246,075 239,601

総資産額 (百万円) 258,456 269,707 261,486

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 303.91 292.53 366.11

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― 292.52 ―

自己資本比率 (％) 90.6 91.0 90.5

　

回次
第65期
第３四半期
連結会計期間

第66期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自  平成23年10月１日
至  平成23年12月31日

自  平成24年10月１日
至  平成24年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 94.26 95.93

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第65期第３四半期連結累計期間及び第65期の潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額について

は、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため、記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容について、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。　
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したもので

あります。

　

(1) 業績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、欧州債務危機に端を発する中国経済の減速や長期

化する円高の企業業績への影響等が重なり、景気回復の動きが不透明な状況で推移しました。

一方、昨年末の新政権発足前後より円安・株高基調となり、経済の先行きに対するやや明るい期待も生

まれつつあります。

このような状況下当社グループは、平成22年12月に連結子会社化し平成24年11月に出資比率を約97%ま

で増やしたヒロセコリア株式会社との営業、開発、生産面での連携を一段と深めつつ当社グループのグ

ローバル事業拡大を進めると共に、平成23年12月より製品開発部門、生産技術部門、営業・マーケティン

グ部門等を集約した横浜市都筑区の新社屋「横浜センター」を中心に、高度化する市場ニーズへの更な

る迅速な対応を目指し、高付加価値新製品の開発・販売体制の強化を引き続き推進して参りました。

その結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は710億１千４百万円（前年同期比1.7％の減）、営業利

益は163億２千万円（同2.5％の増）、経常利益は172億４百万円（同0.8％の増）、四半期純利益は101億

２千２百万円（同5.1％の減）となりました。

　

また、報告セグメントごとの業績を示しますと、次の通りであります。

 [多極コネクタ]

当社の主力製品群であります多極コネクタは、丸形コネクタ、角形コネクタ、リボンケーブル用コネク

タ、プリント基板用コネクタ、FPC(フレキシブル基板)用コネクタ、ナイロンコネクタ等多品種にわたりま

す。

主として携帯電話・スマートフォン、デジタル情報家電、パーソナルコンピュータ、通信機器、カーエレ

クトロニクス等の分野から計測・制御機器、FA機器及び医療機器などの産業用機器等の分野まで幅広く

使用されているコネクタであり、今後の更なる高度情報通信ネットワーク化社会及び環境を考慮した省

エネ化社会の進展とともに需要の拡大が見込まれております。

当第３四半期連結累計期間は、概ね自動車市場向け及びヒロセコリア株式会社の受注・売上は好調に

推移したものの一部携帯電話・スマートフォン向けの低迷や産機市場向けの停滞の影響もあり、売上高

は572億３千４百万円（前年同期比1.3％の減）、営業利益は136億２千万円（前年同期比6.2％の増）と
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なりました。

　

 [同軸コネクタ]

同軸コネクタは、マイクロ波のような高周波信号を接続する特殊な高性能コネクタであり、主にマイク

ロ波通信機、衛星通信装置、電子計測器、または携帯電話・スマートフォン及び伝送・交換装置等に使用

されるコネクタであります。なお、光コネクタ、同軸スイッチもこの中に含んでおります。 

当第３四半期連結累計期間は、売上高は101億１千５百万円（前年同期比11.0％の減）、営業利益は24

億６千５百万円（前年同期比18.6％の減）となりました。

　

 [その他]

以上のコネクタ製品以外の製品として干渉波EMS等の電子医療機器、マイクロスイッチ類及びコネクタ

用治工具類を一括しております。

当第３四半期連結累計期間は、売上高は36億６千４百万円（前年同期比25.7％の増）、営業利益は２億

３千４百万円（前年同期比282.8％の増）となりました。 

　

　

(2) 財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間の総資産は、現金及び預金の増加などにより、前連結会計年度に比べ82億２

千１百万円増加して2,697億７百万円となりました。負債は支払手形及び買掛金の増加などにより、17億

４千７百万円増加して236億３千１百万円となりました。また、純資産は、利益剰余金の増加などにより64

億７千４百万円増加して2,460億７千５百万円となりました。この結果、自己資本比率は91.0％となり、前

連結会計年度末と比べ0.5％増加しました。

　

　

(3) 研究開発活動

当社グループにおける当第３四半期連結累計期間の研究開発費は、40億４千１百万円であります。この

他に研究開発活動の成果として、工具器具などの固定資産で計上したものが、35億７千８百万円あるた

め、合わせますと、研究開発費投資額は76億１千９百万円となります。

なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありま

せん。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 80,000,000

計 80,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成24年12月31日)

提出日現在発行数(株)
(平成25年２月７日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 40,020,736 40,020,736
東京証券取引所
（市場第一部）

単元株式数は100株であ
ります。

計 40,020,736 40,020,736― ―

(注)  提出日現在の発行数には、平成25年２月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行さ

れた株式数は、含まれておりません。

　

　
(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。
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(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成24年12月31日 ― 40,020 ― 9,404 ― 12,007

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

　

(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日（平成24年９月30日）に基づく株主名簿による記

載をしております。

① 【発行済株式】

平成24年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － 　 － －

議決権制限株式（自己株式等） － 　 － －

議決権制限株式（その他） － 　 － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式） 　

－
株主としての権利内容に制
限のない、標準となる株式　普通株式 5,416,700

完全議決権株式（その他） 　普通株式 34,563,000345,630 同上

単元未満株式 　普通株式 41,036 － 同上

発行済株式総数 　 40,020,736－ －

総株主の議決権 － 　 345,630 －

(注)　１ 「単元未満株式」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が55株含まれております。

２ 「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式88株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

平成24年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式） 　 　 　 　 　

　ヒロセ電機株式会社
 東京都品川区
 大崎５－５－23 5,416,700－ 5,416,700 13.53

計 ― 5,416,700－ 5,416,700 13.53

　

　
２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成24年10月１日

から平成24年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成24年４月１日から平成24年12月31日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 107,703 111,365

受取手形及び売掛金 ※１
 23,344

※１
 24,271

有価証券 27,735 28,322

商品及び製品 3,799 3,989

仕掛品 2,378 2,491

原材料及び貯蔵品 1,009 1,197

未収入金 3,203 2,292

その他 2,940 3,174

貸倒引当金 △50 △61

流動資産合計 172,064 177,042

固定資産

有形固定資産 26,448 28,871

無形固定資産 1,511 1,247

投資その他の資産

投資有価証券 59,014 58,044

前払年金費用 337 312

その他 2,195 4,281

貸倒引当金 △85 △91

投資その他の資産合計 61,461 62,546

固定資産合計 89,421 92,665

資産合計 261,486 269,707
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※１
 10,415

※１
 10,755

未払法人税等 3,205 2,613

賞与引当金 1,461 1,137

役員賞与引当金 122 90

その他 4,027 5,471

流動負債合計 19,231 20,069

固定負債

退職給付引当金 170 353

その他 2,481 3,209

固定負債合計 2,652 3,562

負債合計 21,884 23,631

純資産の部

株主資本

資本金 9,404 9,404

資本剰余金 14,371 14,371

利益剰余金 269,620 275,418

自己株式 △54,692 △54,692

株主資本合計 238,704 244,501

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2,394 2,710

為替換算調整勘定 △4,496 △1,713

その他の包括利益累計額合計 △2,101 996

新株予約権 63 97

少数株主持分 2,936 479

純資産合計 239,601 246,075

負債純資産合計 261,486 269,707
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年12月31日)

売上高 72,274 71,014

売上原価 42,254 40,386

売上総利益 30,019 30,627

販売費及び一般管理費 14,101 14,306

営業利益 15,918 16,320

営業外収益

受取利息 626 551

受取配当金 96 103

為替差益 22 －

その他 426 443

営業外収益合計 1,171 1,098

営業外費用

為替差損 － 131

事務所移転費用 18 －

その他 8 83

営業外費用合計 27 214

経常利益 17,062 17,204

特別利益

補助金収入 937 138

受取和解金 21 －

特別利益合計 958 138

特別損失

固定資産除却損 164 158

投資有価証券評価損 16 81

特別損失合計 180 239

税金等調整前四半期純利益 17,841 17,103

法人税等 6,843 6,481

少数株主損益調整前四半期純利益 10,998 10,622

少数株主利益 326 499

四半期純利益 10,671 10,122
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 10,998 10,622

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △94 316

為替換算調整勘定 △2,969 2,736

その他の包括利益合計 △3,064 3,052

四半期包括利益 7,933 13,674

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 7,904 13,221

少数株主に係る四半期包括利益 29 453
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【継続企業の前提に関する事項】

該当事項はありません。

　
【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

該当事項はありません。

　

【会計方針の変更等】

　
当第３四半期連結累計期間

(自　平成24年４月１日  至  平成24年12月31日)

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得し

た有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。

なお、これによる当第３四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。

 
　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　
当第３四半期連結累計期間

(自　平成24年４月１日  至  平成24年12月31日)

税金費用の計算

当社及び連結子会社（一部を除く）は、税金費用について、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前

当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じ

て計算しております。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

※１　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。

なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満

期手形が、四半期連結会計期間末残高に含まれております。

　
前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

受取手形 146百万円 99百万円

支払手形 26  〃 ―

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、

第３四半期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれ

んの償却額は、次のとおりであります。

　

　
前第３四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年12月31日)

減価償却費 6,130百万円 5,980百万円

のれんの償却額 52  〃 64  〃
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(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月29日
定時株主総会

普通株式 2,648 75.00平成23年３月31日 平成23年６月30日 利益剰余金

平成23年11月４日
取締役会

普通株式 2,614 75.00平成23年９月30日 平成23年12月５日 利益剰余金

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

当第３四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年12月31日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月28日
定時株主総会

普通株式 1,903 55.00平成24年３月31日 平成24年６月29日 利益剰余金

平成24年10月31日
取締役会

普通株式 2,422 70.00平成24年９月30日 平成24年12月４日 利益剰余金

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。　
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第３四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　　　　（単位：百万円）

　 報告セグメント その他
（注）

四半期連結
損益計算書
計上額　 多極コネクタ 同軸コネクタ 計

売上高 　 　 　 　 　

　外部顧客への売上高 57,997 11,362 69,360 2,914 72,274

　セグメント間の内部
　売上高又は振替高

― ― ― ― ―

計 57,997 11,362 69,360 2,914 72,274

セグメント利益(営業利益) 12,828 3,028 15,857 61 15,918

(注)　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、干渉波EMS等の電子医療機器、マイクロ

スイッチ類及びコネクタ用治工具類等を一括しております。

　

　

Ⅱ  当第３四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　　　　（単位：百万円）

　 報告セグメント その他
（注）

四半期連結
損益計算書
計上額　 多極コネクタ 同軸コネクタ 計

売上高 　 　 　 　 　

　外部顧客への売上高 57,234 10,115 67,349 3,664 71,014

　セグメント間の内部
　売上高又は振替高

― ― ― ― ―

計 57,234 10,115 67,349 3,664 71,014

セグメント利益(営業利益) 13,620 2,465 16,085 234 16,320

(注)　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、干渉波EMS等の電子医療機器、マイクロ

スイッチ類及びコネクタ用治工具類等を一括しております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及

び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第３四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年12月31日)

(1) １株当たり四半期純利益金額 303円91銭 292円53銭

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益金額(百万円) 10,671 10,122

    普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

    普通株式に係る四半期純利益金額(百万円) 10,671 10,122

    普通株式の期中平均株式数(千株) 35,115 34,604

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ― 292円52銭

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益調整額(百万円) ― ―

    (うち支払利息(税額相当額控除後)(百万円)) (―) (―)

    普通株式増加数(千株) ― 0

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前
連結会計年度末から重要な変動があったものの概要

― ―

 (注) 前第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有している

潜在株式が存在しないため、記載しておりません。
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２ 【その他】

第66期(平成24年４月１日から平成25年３月31日まで)中間配当について、平成24年10月31日開催の取締

役会において、平成24年９月30日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決

議いたしました。

①  配当金の総額                                2,422百万円

②  １株当たりの金額                             　70円00銭

③  支払請求権の効力発生日及び支払開始日   平成24年12月４日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成25年２月７日

ヒロセ電機株式会社

取締役会  御中

　

有限責任 あずさ監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    佐    藤    孝    夫    印
　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    宮    木    直    哉    印
　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    矢    嶋    泰    久    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているヒロ
セ電機株式会社の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間
(平成24年10月１日から平成24年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成24年４月１日から平成24
年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半
期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ヒロセ電機株式会社及び連結子会社の平成24
年12月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示して
いないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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